
ＩＦＮ治療判定報告書事例報告

広島県健康福祉局保健医療部健康対策課
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成因別肝がん患者率

• 最近の肝細胞がんの

成因別割合を左図に

示した。

• 現在HCVキャリアの

占める割合は８割強

である。



B・C型肝炎キャリア数等について

B型肝炎 C型肝炎

キャリ
ア数＊
1

約１１０～１４０万人

（推定）

《広島県：約4万人》

約１９０～２３０万人

（推定）

《広島県：約3万人》

患者数
＊2

約７万人（推定）
（慢性肝炎 約5万人/

肝硬変・肝がん 約2万人）

約３７万人（推定）
（慢性肝炎 約28万人/

肝硬変・肝がん 約9万人）

＊1 平成16年度厚生労働科学研究費補助金肝炎等克服緊急対策研究事業報告書（吉澤班）より推計
広島県の人数は，広島県地域保健対策協議会慢性肝疾患対策専門委員会の資料による

＊2 患者数は，平成20年患者調査より推計



広島県の肝炎対策

1 検診体制の充実

→ウイルス検査の実施

2 要診療者に対する保健指導の実施

3 肝疾患診療体制の整備

→肝炎治療費助成制度

→肝炎情報センターと連携し治療効果の検証

4 正しい知識の普及啓発

平成22年度県予算（8億3千万円）



早期発見による早期治療を促進し，肝がんへの進展を防止する。

県

民

肝炎ウイルス検査

・健康診査（健康増進法）

・保健所（支所）

・医療機関

検査 治療

広島県肝疾患診療支援ネットワーク

かかりつけ医

・患者が必要とする日常的な肝炎診療を担当

専門医療機関

（ネットワーク医療機関）
・肝臓の病期の診断，治療方針の決定

・専門医が常勤

連携
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広島県

総合的な推進体制
●広島県肝炎対策協議会

⇒県の実情に応じた肝疾患診療体制の構築

●県地対協「肝炎対策専門委員会」

⇒県の実情に応じた肝炎対策の調査研究

肝疾患診療連携拠点病院

（広大病院，福山市民病院）

専門的な医学情報の提供，人材育成等

肝疾患相談室

連携 肝疾患診療連携拠点病
院等連絡会
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広島県の肝炎対策



肝炎治療における病診連携

熊田博光、林紀夫監修：C型慢性肝炎治療のインフォームドコンセント

三者一体

■経過の観察
■普段の診療 ■早期の治療が必要な場合

■定期的な受診

■治療経過や検査データなどの
情報交換

かかりつけ
医

患者様

専門医

HCV抗体/HCV RNA検査
●画像検査
●肝炎進行度の検査
●治療の必要性の判断



広島県内における二次医療圏の分布
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広島県の肝炎治療受給者証の発行状況

IFN 核酸ｱﾅﾛｸﾞ ２回目

平成20年度 1,605（55） - -

平成21年度 878（21） - -

平成22年度（～9月） 536（10） 1,487 32

計 3,019（86） 1,487 32

受給者証発行枚数（年度別）

*(    )はB型肝炎患者の内数
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インターフェロン治療効果判定
報告書作成の流れ

(例)受給者証有効期間が平成22年6月30日まで



交付名簿－○○○病院(Ｈ２２.６.３０まで）

連番 ID 氏名 性 生年
月日

住所 年齢 階層
区分

自己負担
限度月額

主疾病



治療判定報告書月別状況

送付数 報告数 回収率（％）

21.12月末 350 88 25.1%

22.1月末 178 74 41.6%

22.2.月末 168 62 36.9%

22.3月末 77 42 54.5%

22.4月末 97 46 47.4%

22.5月末 78 35 44.9%

22.6月末 69 31 44.9%

22.7月末 87 25 28.7%

22.8月末 0 21

22.9月末 196 21 10.7%

計 1300 445 34.2%



質問１

これまでにインターフェロン治療効果判定報告書を何枚受け取りましたか？

回答 A．0枚 B. 1-5枚 C. 6-10枚 D. 11-20枚 E. 21枚以上

質問２

これまでに仕上げたインターフェロン治療効果判定報告書は何枚ですか？

回答 A．0枚 B. 1-5枚 C. 6-10枚 D. 11-20枚 E. 21枚以上

質問３

これまでに送付されたうちの何割ぐらい報告書を送りましたか？

回答 A．0割 B. 2割 C. 4割 D. 6割 E. 8割 F.10割 G.その他(＿＿割）

質問4

報告書を書くのにどの点を書くのが面倒ですか？(複数回答可）

回答

A．氏名，性別，生年月日 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

B IFN使用歴 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

C 診断名（肝生検の結果） 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

D 使用薬剤 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

E 治療開始日 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

F 治療開始時のウイルス量，血液検査 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

G 治療終了日 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

H 治療終了日のウイルス量，血液検査 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

I 効果判定日 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

J 効果判定日のウイルス量，血液検査 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

K ウイルス学的判定(C型肝炎のみ) 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

(著効，再燃，無効の判定）

L 治療完遂か投与中止か 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

M 副作用中止の詳細の記録 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

(倦怠感，食欲不振，貧血，，精神神経症状など

N 患者さんからの同意書の取得 回答欄＿＿＿＿(○×で答えてください）

O その他 回答欄 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

質問５

上記回答のうちどの部分は不要だと思いますか？(複数回答可）

質問6 上記のほか何か報告書を提出するのに不便だと思うことがあればお答えください．

回答欄＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

IFN治療効果判定報告書の問題点に関するアンケート

アンケート回収率
23/33=70％



質問4 報告書を書くのにどの点を書くのが面倒ですか？
(複数回答可）

課題：患者さんからの同意書の取得がIFN治療判定報告書作成のネック



対応（H２２年４月～）

交付申請書裏面に肝疾患インターフェロン治療効
果判定報告についての同意記載を追加

肝炎治療受給者証（インターフェロン治療）交付申請書



インターフェロン治療効果判定報告書
調査結果について

（1）インターフェロン治療年齢別の治療効果

送付数 報告数
回収率
（％）

HBV 52 20 38.5%

HCV 1248 425 34.1%

計 1300 445 34.2%

調査期間：平成21年12月

～平成22年9月
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（2）ｾﾛｸﾞﾙｰﾌﾟⅠの治療効果 （3）ｾﾛｸﾞﾙｰﾌﾟⅡの治療効果
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御静聴ありがとうございました。


